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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　本発明の図１～図３に示す本実施の形態の鉄道車両の液体潤滑剤塗布方法は、図１に示
すように車両１が軌条５の曲線部分を走行しているとき、軌条５の特定部分、例えば、内
側の軌条５の頭頂部を中心に、外側の軌条５の内側肩部へも、車両１に装備した噴射具２
から塗布するのに、車両１に走行距離データおよび軌条湾曲データ間の相関から得られる
塗布タイミングを算出する方法を既に知られた各種の曲線検出センサや曲線検出手段を付
帯させることにより、噴射具２から軌条５に液体潤滑剤を塗布するタイミングを決定し、
塗布する。このように、車両１が軌条５の曲線部分を走行するときの軌条５の曲線を判定
し、この判定に対応したタイミングで噴射具２から軌条５へ液体潤滑剤１３を塗布するの
で、塗布時間と塗布位置とが的確になり、時間的に決まる走行方向での塗布範囲と、軌条
の横断面上の塗布位置ないしは塗布範囲とを的確に満足して塗布できる。この結果、液体
潤滑剤を使用する上で、その種類にかかわらず、時間的に決まる走行方向での塗布範囲と
、軌条の横断面上の塗布位置ないしは塗布範囲とを的確に満足して、潤滑効果を低減する
ことなく、液体潤滑剤１３の無駄な消費を抑えられ、その分だけランニングコストおよび
環境への影響を低減することができる。
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